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　　　６　月　　　　　定　例　会 ○
議
案
第
１
号　
総8 

8

　
草
津
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

日
本
赤
十
字
社
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
に
対
す
る
軽
自
動
車

税
の
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
非

課
税
の
範
囲
を
定
め
る
特
例
を

追
加
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
３
号　
民8

　

令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
次
）

　

【
補
正
額
】　
　

  　
140
万
円

【
総
額
】  

５
億
４
４
８
８
万
円

・
介
護
認
定
審
査
会
費

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
112
万
円

・
包
括
的
支
援
事
業
需
用
費

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
28
万
円

○
議
案
第
４
号　
民8

　

令
和
元
年
度
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

次
）

【
補
正
額
】　　

       

±
０
万
円

【
総
額
】    

５
億
５
５
６
１
万
円

・
工
事
請
負
費
（
下
水
処
理
場
再

　

構
築
事
業
）

５
７
３
５
万
円

・
土
地
購
入
費
（
〃
）

　
　
　
　

３
０
３
５
万
円

・
各
種
設
計
委
託
（
〃
）

２
７
０
０
万
円

○
議
案
第
５
号　
民8

　

建
設
工
事
事
業
委
託
に
関
す

る
協
定
の
締
結

　

下
水
処
理
場
第
１
期
建
設
工

事
事
業
委
託
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

【
金
額
】  

11
億
７
７
８
５
万
円

【
相
手
】
日
本
下
水
道
事
業
団

　
　
　
　

理
事
長　

辻
原
俊
博

【
方
法
】　

随
意
契
約

○
議
案
第
６
号　
温8 

8

　
温
泉
引
用
増
量
許
可

　

・
申
請
者
：
星
野
芳
彦

　

・
施
設
名
称
：
十
二
屋
旅
館

　

・
源
泉
名
：
湯
畑
源
泉

　

・
増
量
給
湯
量
：
15
㍑
／
分

　
　

（
増
量
後  　
48
㍑
／
分
）

○
議
案
第
７
号　
温8 

88

　
温
泉
引
用
者
移
転
許
可

　

新
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

代
表
取
締
役　

上
田
卓
味

　

  

旧 

藤
田　

孝

・
施
設
名
称
：
（
仮
称
）
ラ
ビ

　

ス
タ
草
津
従
業
員
寮 

・
源
泉
名
：
万
代
源
泉

・
給
湯
量
：
32
㍑
／
分

○
議
案
第
８
号

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
関
す
る
同
意

・
宮
崎　
　

潤 

さ
ん
（
再
任
）

○
推
薦
第
１
号

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦・
浅
見　

昭
二 

さ
ん
（
再
任
）

○
報
告
第
１
号

　

Ｈ
30
一
般
会
計
予
算
繰
越
明

許
費
に
か
か
る
繰
越
計
算
書

翌
年
度
繰
越
額

・
町
内
建
物
等
耐
震
対
策
事
業

　
　
　
　

２
１
９
９
万
円

条
例
改
正
等

○議案第２号　総8　民8
令和元年度 一般会計補正予算（第１次）	
補正額　　　　＋　　　　   7,406 万円	
総　額　　　　　　　45 億 8,660 万円	

○報告第２号
Ｈ 30 草津よいとこ元気基金運用状況

基金への積立額　6 億 4,744 万円
基金の使いみち　9 億 6,258 万円

主　な　内　容　（歳　出）

地蔵地区再開発事業　工事請負費 ＋ 6,472 万円

草津白根山火山監視事業 ＋ 1,507 万円

急冷塔噴射水加圧ポンプ緊急修理費 ＋　500 万円

介護保険特別会計繰出金 ＋　340 万円

町営住宅中島団地管理事業　修繕料 ＋　230 万円

地蔵地区再開発事業　土地購入費 ＋　188 万円

西吾妻衛生施設組合負担金 ＋　129 万円

温泉、観光、産業振興
５億 8,038 万円

その他町長が必要と
認める事業

2 億 7,143 万円

子育て支援、
健康と福祉、
教育の充実
7,974 万円

安心して過ごすこと
のできるまちづくり

1,597 万円

芸術、文化、
スポーツ振興
1,504 万円

（使いみちの内訳）

⃝

＋

⃝

＋

⃝

＋

⃝

＋

⃝

−

⃝

−
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　　　６　月　　　　　定　例　会○
報
告
第
３
号

　
温
泉
高
度
利
用
許
可

　

・
申
請
者
：
㈱
リ
ブ
マ
ッ
ク
ス

　
　

代
表
取
締
役　

有
山　

憲

・
施
設
名
称
：

LiVEM
AX RESORT 

草
津
温
泉

・
源
泉
名
：
万
代
源
泉

・
給
湯
量
：　

 　
39
㍑
／
分

・
浴
槽
面
積
： 　
14.

34
㎡

　

（
変
更
前
：    

12.

80
㎡
）

○
発
議
第
１
号

　

草
津
町
議
会
議
員
定
数
条
例

の
一
部
改
正　
否
決

・
提
出
者　
　

後
藤　

文
雄

・
賛
成
者　
　

安
井　

尚
弘

　

議
会
改
革
及
び
行
財
政
改
革

の
一
環
と
し
て
、
議
員
定
数
を

現
行
の
12
名
か
ら
10
名
に
削
減

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

委
員
会
制
が
成
り
立
た
な
く

な
る
、
慎
重
な
議
論
を
重
ね
る

べ
き
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
発

議
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

○
発
議
第
２
号

　
特
別
委
員
会
の
設
置

・
火
山
対
策
特
別
委
員
会

・
提
出
者

　

宮
﨑
謹
一　

宮
崎
公
雄

　

中
澤
広
夫　

湯
本
晃
久

　

金
丸
勝
利　

市
川
祥
史

【
提
案
理
由
】

　

Ｈ
30
年
１
月
23
日
発
生
の
本

白
根
山
噴
火
に
よ
る
町
経
済
へ

の
影
響
等
、
今
も
継
続
す
る
重

大
な
課
題
に
つ
い
て
、
専
門
的

に
審
議
す
る
た
め
。

【
所
管
事
務
】

　

白
根
山
の
火
山
対
策
に
関
す

る
事
項

【
定
数
・
構
成
】
６
名

　

委
員
長　
　

宮
崎　

公
雄

　

副
委
員
長　

金
丸　

勝
利

　

委
員　
　
　

宮
﨑　

謹
一

　

〃　
　
　
　

中
澤　

広
夫

　

〃　
　
　
　

湯
本　

晃
久

　

〃　
　
　
　

市
川　

祥
史

○
発
議
第
３
号

　

草
津
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

・
提
出
者

　
宮
﨑
謹
一
　
宮
崎
公
雄

　
中
澤
広
夫
　
湯
本
晃
久

　
金
丸
勝
利
　
市
川
祥
史

　

本
白
根
山
噴
火
に
よ
り
重
要

な
課
題
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
特

別
委
員
会
の
所
管
と
な
っ
て
い

た
「
公
営
」
に
関
す
る
事
務
に

つ
い
て
、
総
務
観
光
常
任
委
員

会
の
所
管
に
再
度
変
更
し
ま
し

た
。

発
議
（
議
員
提
案
）

議案はそれぞれの担当委員会で
詳細な審議が行われた後、
最終日の本会議で議決されました。

総8  …888は総務観光常任委員会
温8 8 …88は温泉温水対策特別委員会8
民 …888  8は民教土木常任委員会　

H３０年度　最終補正予算
議　案　名 補正額／総額 主　　な　　内　　容　　（歳　出）

○承認第１号
一般会計（第7次）

補正額　　　－ 2,013 万円
総額　    53 億 6,064 万円

財政調整基金　町費積立分 ＋ 1 億 1,500 万円

くさつ温泉感謝券 －　 　9,090 万円

草津よいとこ元気基金積立金 ＋　 　2,336 万円

道路等整備事業（国庫支出金） －　 　　673 万円

道路等整備事業（町単独） －　　 　653 万円

道路除雪事業 －　 　　543 万円

○承認第２号 補正額         － 8,743 万円 一般被保険者療養給付事業 －　 　6,062 万円

国民健康保険特別会計（第4次） 総額          9 億　768 万円 退職被保険者等療養給付事業 －　　 　683 万円

○承認第３号 補正額　　　－ 2,590 万円 居宅介護サービス給付事業 －　 　1,061 万円

介護保険特別会計（第4次） 総額　　　 5 億 9,672 万円 地域密着型介護サービス給付事業 －　 　　459 万円

○承認第４号 補正額　　　　－ 255 万円 後期高齢者医療広域連合納付金 －　 　　186 万円

後期高齢者医療特別会計（第3次） 総額　　　 1 億 1,075 万円 予備費 －　   　　39 万円

○承認第５号 補正額 　　　　 － 12 万円 修繕料 －　  　　 12 万円

前口簡易水道事業特別会計（第3次） 総額  　　        　569 万円  [ 歳入 ] 現年度水道使用料 －　   　　12 万円
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委  員  会  審  査  ・ 報   告委  員  会  審  査 ・ 報   告

【
付
託
議
案
】

Ｑ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
業

用
建
設
町
単
独
事
業
費
500
万
円

は
今
後
も
か
か
り
そ
う
か
。

Ａ　

新
し
い
焼
却
施
設
の
建
設

に
つ
い
て
は
６
町
村
で
調
整

中
、
７
年
位
の
計
画
に
な
る
予

定
。
そ
の
間
の
現
施
設
の
設
備

維
持
に
伴
う
修
繕
費
は
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
他
町

村
に
比
べ
分
別
が
で
き
て
い
な

い
。
今
後
、
収
集
箱
の
あ
り
方
・

取
り
締
ま
り
の
強
化
を
検
討
し

て
い
く
。

Ｑ　

町
営
住
宅
は
空
い
た
時
点

で
修
繕
を
し
な
い
の
か
。

Ａ　

す
ぐ
に
入
居
す
れ
ば
よ
い

が
、
再
入
居
ま
で
の
劣
化
を
考

慮
し
、
入
居
者
が
決
ま
っ
た
時

点
で
修
繕
費
が
発
生
す
る
。

Ｑ　

風
し
ん
予
防
接
種
の
対
象

人
数
は
？

Ａ　

本
来
は
Ｓ
37
年
４
月
２
日

～
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
762

名
が
対
象
。国
の
指
針
に
よ
り
、

１
年
目
と
な
る
本
年
度
は
Ｓ
47

年
４
月
２
日
～
54
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
298
名
を
対
象
と
し
、

通
知
を
出
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
で

日
本
全
国
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ

る
。

Ｑ　

下
水
処
理
場
第
１
期
工
事

に
２
年
間
と
あ
る
が
完
成
は
い

つ
か
。

Ａ　

出
来
た
施
設
か
ら
使
用
し

て
い
く
。
完
成
は
令
和
12
年
が

最
終
予
定
。
総
工
費
は
約
60
億

円
。
半
分
は
交
付
金
、
半
分
は

起
債
で
対
応
す
る
。

【
付
託
議
案
外
】

◆
上
下
水
道
事
業
に
係
る
経
営

戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

Ｑ　

草
津
町
の
水
道
料
金
は
安

い
の
か
。

Ａ　

全
国
で
９
番
目
に
安
い
。

し
か
し
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る

負
担
は
い
つ
か
来
る
。

Ｑ　

新
し
い
水
源
の
調
査
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

Ａ　
２
つ
の
水
源
を
調
査
予
定
。

Ｑ　

水
量
予
測
に
関
し
て
、
人

口
減
に
対
し
施
設
増
の
予
測
は

加
味
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

施
設
増
に
伴
う
水
量
予
測

は
入
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
節

水
技
術
に
よ
る
水
量
の
変
化

や
、
大
型
施
設
の
利
用
に
よ
り

個
人
使
用
料
が
安
く
な
る
等
、

長
期
に
わ
た
る
事
業
を
４
、
５

年
間
隔
で
見
直
し
を
し
て
い
く
。

◆
草
津
町
の
介
護
保
険
料
に
つ

い
て

　

群
馬
県
平
均
の
５
６
０
０
円

／
月
よ
り
か
な
り
安
い
３
３
０

０
円
で
あ
り
、
日
本
で
も
３
、

４
番
目
の
安
さ
で
あ
る
と
の
補

足
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

第
１
号　
草
津
町
税
条
例
の

一
部
改
正

第
２
号　

令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
次
）

第
５
号　

建
設
工
事
事
業
委

託
に
関
す
る
協
定
の
締
結

第
２
号　
令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
次
）

総
務
観
光
常
任
委
員
会

民
教
土
木
常
任
委
員
会

総
務
観
光
常
任
委
員
会

民
教
土
木
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
】

Ｑ　

草
津
町
に
は
赤
十
字
社
の

所
有
す
る
車
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
な
い
。

Ｑ　

地
蔵
地
区
再
開
発
事
業
の

国
庫
補
助
金
の
内
訳
は
？

Ａ　

通
常
だ
と
工
事
費
の
２
分

の
１
が
補
助
の
対
象
。
９
月
に

追
加
補
助
申
請
を
行
う
。

Ｑ　

高
原
ル
ー
ト
監
視
員
の
安

全
対
策
と
負
担
軽
減
の
た
め
、

天
狗
山
側
に
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
等

を
設
置
し
て
欲
し
い
。

Ａ　

道
路
上
の
仮
設
物
と
な
る

た
め
警
察
と
の
協
議
、
許
認
可

の
関
係
で
進
め
て
お
り
、
い
ず

れ
に
し
て
も
実
施
の
意
志
を
持

っ
て
い
る
。

陳
情
２
・
４　
辺
野
古
新
基
地

建
設
の
即
時
中
止
と
、
普
天
間

基
地
の
沖
縄
県
外
・
国
外
移
転

に
つ
い
て
、
国
民
的
議
論
に
よ

り
、
民
主
主
義
及
び
憲
法
に
基

づ
き
公
正
に
解
決
す
る
べ
き
と

す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情　
　
　
　
　
　
不 

採 

択

　

同
様
の
主
旨
の
２
件
の
陳

情
。
委
員
か
ら
は
「
地
方
議
会

の
範
疇
を
越
え
て
い
る
」「
国

会
等
で
議
論
す
べ
き
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
、
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

陳
情
３　
新
く
さ
つ
記
載
内
容

に
つ
い
て
の
要
望
書　
採 

択

　

定
例
会
初
日
に
開
催
さ
れ
た

全
員
協
議
会
に
て
既
に
審
議
が

行
わ
れ
て
お
り
、
採
択
と
な
り

ま
し
た
。（
Ｐ
13
参
照
）
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委  員  会  審  査  ・ 報   告委  員  会  審  査 ・ 報   告

火
山
対
策
特
別
委
員
会

火
山
対
策
特
別
委
員
会

【
付
託
議
案
】

◆
草
津
白
根
山
の
火
山
活
動
の

状
況
に
つ
い
て

　

当
局
よ
り
、
６
月
よ
り
運
用

が
新
し
く
な
っ
た
草
津
白
根
山

の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
判
定
基
準

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
国
道
292
号
に
つ
い
て

は
極
力
通
行
で
き
る
よ
う
配
慮

し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

Ｑ　

目
視
で
通
行
止
め
と
す
る

際
の
基
準
は
？

Ａ　

噴
煙
や
噴
気
の
吹
き
出

し
、
地
鳴
り
等
普
段
見
ら
れ
な

い
こ
と
が
起
き
た
ら
道
路
通
行

を
止
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
霧
で
山
が
隠
れ

て
目
視
監
視
が
で
き
な
く
な
っ

た
時
点
で
気
象
庁
や
専
門
家
と

通
行
止
め
の
判
断
を
協
議
す
る
。

Ｑ　

観
光
客
よ
り
「
湯
釜
は
見

ら
れ
る
の
か
」
等
の
問
合
わ
せ

が
あ
る
。
交
通
規
制
の
掲
示
板

の
表
示
内
容
が
不
十
分
で
は
？

Ａ　

掲
示
板
の
字
数
に
制
限
が

あ
る
の
で
難
し
い
が
、
検
討
す

る
。

Ｑ　

ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い

問
題
が
あ
る
が
、
山
麓
駅
付
近

に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

高
原
ル
ー
ト
通
行
前
に
、

極
力
天
狗
山
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

で
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
か
ら
通

行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
説
明

し
理
解
を
求
め
た
い
。

Ｑ　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
、
進
行
状
況
は
？

Ａ　

高
原
ル
ー
ト
通
行
前
に
、

極
力
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
部

会
に
て
協
議
を
行
い
な
が
ら
進

行
中
。

第
６
号　
温
泉
引
用
増
量

許
可

第
７
号　
温
泉
引
用
移
転

許
可 温

泉
温
水
対
策
特
別
委
員
会

温
泉
温
水
対
策
特
別
委
員
会

　
当
該
施
設
の
浴
槽
改
修
・
新

設
に
よ
り
浴
槽
面
積
が
増
加
予

定
。
湯
畑
源
泉
で
、
高
度
利
用

の
比
率
が
139
％
で
あ
り
、
超
過

料
金
が
高
額
と
な
っ
て
し
ま

う
。
よ
っ
て
高
度
利
用
を
解

消
、
温
泉
引
用
の
増
量
申
請
。

Ｑ　

高
度
利
用
だ
け
や
め
た
ケ

ー
ス
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

足
湯
に
す
る
な
ど
申
請
の

あ
っ
た
も
の
が
あ
る
。

Ｑ　

従
業
員
寮
と
の
こ
と
だ
が

お
客
さ
ん
が
入
る
お
風
呂
と
は

違
う
の
で
、
そ
ん
な
に
大
き
な

風
呂
は
い
ら
な
い
の
で
は
？

Ａ　

一
度
許
可
し
た
も
の
を
、

町
の
た
め
に
減
ら
せ
、
返
せ
と

い
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
、
財

産
権
の
侵
害
に
あ
た
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

Ｑ　

同
じ
敷
地
・
会
社
で
宿
舎

を
閉
め
て
温
泉
を
１
つ
に
し
た

い
と
な
る
と
分
担
金
は
発
生
し

な
い
の
か
。
一
度
返
す
と
い
う

こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ　

同
じ
面
積
な
ら
問
題
な

い
。
あ
く
ま
で
申
請
が
出
て
か

ら
の
判
断
。
移
転
分
担
金
と
い

う
制
度
が
で
き
た
以
上
、
引
き

継
ぐ
と
い
う
の
が
大
前
提
。
一

度
許
可
し
た
も
の
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｑ　

民
泊
を
始
め
る
ケ
ー
ス
も

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
な
る
と

入
湯
税
は
発
生
す
る
の
か
。

Ａ　

一
般
住
宅
に
は
許
可
し
て

い
な
い
。

【
付
託
議
案
外
】

◆
時
間
湯
に
つ
い
て

Ｑ　

時
間
湯
事
業
に
関
し
、
温

泉
温
水
供
給
事
業
会
計
か
ら
草

津
観
光
公
社
へ
の
補
填
金
額

は
？

Ａ　

Ｈ
25
～
30
年
度
ま
で
の
状

況
と
し
て
、
支
出
か
ら
収
入
を

差
し
引
い
た
不
足
額
は
年
度
に

よ
っ
て
約
433
万
円
か
ら
約
521
万

円
を
補
填
し
て
い
る
。

　

町
長
よ
り
専
門
家
の
話
を
聞

い
て
み
た
い
と
の
こ
と
で
、
元

群
馬
大
学
草
津
分
院
長
の
久
保

田
一
雄
先
生
の
講
話
の
場
を
持

ち
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
委
員
か
ら
も
、
専
門
家
の

先
生
と
し
っ
か
り
話
し
合
っ
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
講
話
を

聞
い
て
み
た
い
と
の
意
見
が
あ

り
議
員
も
参
加
す
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。

陳
情
５　
湯
長
に
つ
い
て
の
要

望
書　
　
　
　
　
　
　
採 

択

　

必
要
な
ら
ば
議
会
と
し
て
も

地
方
自
治
法
第
100
条
に
よ
る
調

査
も
視
野
に
入
れ
対
処
し
て
い

く
こ
と
と
し
、
ま
た
当
局
に
も

詳
細
な
調
査
を
要
望
し
、
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
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Ｑ　
現
在
２
つ
の
常
任
委
員
会
に
各
６

名
の
委
員
を
配
置
し
て
い
る
。
議
員
派

遣
も
年
間
365
人
と
県
内
で
も
２
番
目
に

多
い
。
本
当
に
大
変
な
思
い
を
し
て
議

会
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
議
会
費
の
予

算
は
草
津
町
全
体
予
算
の
１
％
に
も
満

た
な
い
現
状
で
あ
る
。
議
員
の
職
務
負

担
の
増
加
に
つ
い
て
は
ど
う
思
っ
て
い

る
か
。

Ａ　
後
藤
文
雄
議
員
　
権
能
強
化
に
関

し
て
は
現
在
の
委
員
会
制
を
な
く
し
す

べ
て
全
員
協
議
会
、
本
会
議
で
行
え
ば

よ
い
と
考
え
る
。
仕
事
の
量
は
増
え
る

が
、
議
会
人
と
し
て
全
う
す
る
べ
き
と

考
え
る
。

Ａ
　
安
井
尚
弘
議
員
　
町
民
の
皆
様
か

ら
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
、

仕
事
量
は
増
え
る
だ
ろ
う
が
精
一
杯
、

少
数
精
鋭
主
義
で
や
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
受
け
と
め
て
賛
同
し
て

い
る
。

Ｑ　
議
員
定
数
と
い
う
の
は
一
度
削
減

す
る
と
増
加
す
る
の
は
非
常
に
難
し

い
。
も
っ
と
多
く
の
町
民
意
見
を
聞
き

議
会
と
し
て
の
意
見
統
一
を
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
単
に
み
ん

な
が
言
う
か
ら
提
案
し
た
と
い
う
こ

と
で
は
何
の
議
論
に
も
な
ら
な
い
。
賛

成
、
反
対
を
問
う
以
前
に
も
っ
と
議
論

を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ａ
　
後
藤
文
雄
議
員
　
多
く
の
町
民
か

ら
指
摘
さ
れ
た
も
の
が
重
要
と
考
え
、

住
民
要
望
の
代
弁
者
と
し
て
、
議
会
の

中
の
意
見
と
町
民
の
意
見
が
食
い
違
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

発
議
第
１
号　

草
津
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

提
案
理
由
に
議
会
の
権
能
強

化
と
あ
る
が
、
議
員
定
数
を

減
じ
た
場
合
に
現
在
の
委
員

会
制
の
運
営
な
ど
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
提

案
者
、
賛
成
者
に
問
い
た
い
。

委
員
会
制
か
ら
全
員
協
議

会
、
本
会
議
を
中
心
に
運
営

す
る
形
態
を
考
え
て
い
る
。

民
意
も
わ
か
る
が
議
会
と
し

て
の
意
見
統
一
の
た
め
議
論

を
深
め
て
ゆ
く
べ
き
。

住
民
要
望
の
代
弁
者
と
し
て

提
案
し
た
も
の
。

多
く
の
人
材
で
あ
る
か
ら
こ　
　

そ
意
見
の
多
様
性
が
発
せ
ら　
　

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

少
な
い
人
数
で
も
一
層
勉
強

し
て
実
行
。

論討

宮崎公雄 議員

問

問

問

答

答

答

中
澤
康
治 

議
員

Ｑ　

人
材
の
多
様
性
と
い
う
観
点
で

は
、
多
く
の
人
材
が
あ
っ
て
初
め
て
論

議
が
深
ま
る
と
思
う
が
。

Ａ
　
後
藤
文
雄
議
員
　
多
く
の
人
数
か

ら
は
多
く
の
意
見
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思

う
が
、
少
な
い
人
数
で
も
よ
り
一
層
勉

強
し
多
く
の
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

10
人
で
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
る
。

Ｑ　
議
員
報
酬
の
問
題
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
を
下
げ
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。

Ａ
　
後
藤
文
雄
議
員
　
前
の
12
月
議
会

で
も
議
員
定
数
削
減
の
発
議
を
し
た
い

と
い
う
議
員
が
お
り
、
議
会
改
革
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
中
で
議
会
倫
理

条
例
を
制
定
し
協
議
が
な
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
結
論
を
出
す
時

期
と
考
え
た
。

令和元年６月定例会
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Ｑ　
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
以
前
は

私
も
減
ら
し
て
も
い
い
か
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
た
が
、
様
々
研
究
し
て
き

た
と
こ
ろ
委
員
会
制
で
は
７
人
か
ら
８

人
の
構
成
が
議
論
を
活
性
化
す
る
た
め

に
理
想
的
で
あ
り
６
人
は
最
低
限
必
要

で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

将
来
的
に
ど
う
い
っ
た
形
の
議
会
に
し

た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
か
。

Ａ
　
後
藤
文
雄
議
員
　
委
員
会
制
を
な

く
し
す
べ
て
全
員
協
議
会
、
本
会
議
で

行
え
ば
よ
い
と
考
え
る
。

発
議
第
２
号　

特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

令
和
元
年
度
草
津
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
一
次
）

こ
の
委
員
会
は
も
っ
と
早
く

設
置
す
る
べ
き
で
は
。

決
し
て
遅
れ
て
は
い
な
い
。

草
津
よ
い
と
こ
元
気
基
金
の

状
況
は
。

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

議
会
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
？

本
会
議
制
で
進
め
る
。

論討

中澤広夫 議員

問

問

問

答

答

答

中
澤
広
夫 

議
員

中
澤
康
治 

議
員

Ｑ　
昨
今
の
景
気
上
向
き
基
調
に
お
い

て　
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
昨
年
と

比
べ
て
ど
の
よ
う
な
状
況
か
？

Ａ
　
総
務
課
長
　
本
年
度
に
お
い
て
４

月
か
ら
申
込
者
が
516
件
、
昨
年
同
期
253

件
、196
％
増
、金
額
で
４
５
５
０
万
円
、

昨
年
同
期
２
５
９
８
万
６
０
０
０
円
で

233
％
増
。

Ａ
　
町
　
長
　
昨
年
の
６
月
か
ら
９
月

に
経
済
の
落
ち
込
み
や
業
界
か
ら
の
要

請
を
受
け
返
礼
割
合
を
４
割
に
引
き
上

げ
た
が
こ
の
期
間
は
前
年
割
れ
を
予
測

し
た
。
10
月
か
ら
３
割
に
戻
し
た
が
今

の
と
こ
ろ
は
順
調
。
６
月
か
ら
全
国
一

律
に
返
礼
割
合
を
３
割
以
内
と
す
る
総

務
大
臣
通
達
に
沿
い
事
業
を
進
め
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
本
旨
と
草
津
町

の
感
謝
券
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
総
務

大
臣
に
直
接
説
明
に
伺
い
理
解
も
い
た

だ
い
た
。
返
礼
割
合
が
全
国
一
律
の
中

で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
と
知
名
度
を
高
め

て
魅
力
あ
る
も
の
と
し
た
い
。

Ｑ　
設
置
が
遅
れ
た
理
由
は
何
で
あ
る

か
。
も
っ
と
早
く
設
置
す
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

Ａ
　
宮
崎
公
雄
議
員
　
火
山
対
策
特
別

委
員
会
と
し
て
白
根
山
の
火
山
対
策
に

関
す
る
事
項
を
所
管
事
務
と
す
る
も
の

で
、
改
選
前
の
議
会
で
も
災
害
総
合
対

策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
の
中
で

町
当
局
と
協
議
を
し
て
き
た
。
５
月
臨

時
議
会
で
は
設
置
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
今
回
の
６
月
定
例
会
で
設
置
を
す
る

も
の
で
あ
り
決
し
て
遅
れ
て
い
る
と
は

思
わ
な
い
。

発
議
第
１
号

　

草
津
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
（
賛
成
討
論
な
し
）

　
改
選
選
挙
前
後
に
お
い
て
少
な
く
な

い
町
民
の
方
々
か
ら
議
員
定
数
を
減
ら

す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
は
自
分
も
聞
い

て
お
り
、
今
回
の
任
期
に
お
い
て
そ
の

議
論
を
行
う
必
要
性
は
真
摯
に
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
任
期
も
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
初
当
選
さ
れ
た

３
名
の
議
員
の
方
々
が
草
津
町
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の

か
さ
え
も
伺
っ
て
い
な
い
。
仮
に
可
決

し
て
も
効
力
発
揮
は
４
年
後
の
選
挙
で

あ
る
。
議
論
を
重
ね
る
こ
と
な
く
10
名

と
い
う
結
論
あ
り
き
で
条
例
改
正
を
進

め
て
し
ま
う
こ
と
は
拙
速
に
す
ぎ
る
。

新
人
議
員
が
一
年
間
議
員
活
動
を
把
握

し
た
う
え
で
来
年
夏
を
目
途
に
、
草
津

町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
制
定
す

る
原
動
力
と
な
っ
た
議
会
改
革
特
別
委

員
会
を
再
度
設
置
し
て
適
正
議
論
す
る

こ
と
を
今
後
提
案
し
た
い
。

反　
対　
討　
論

湯
本
晃
久 

議
員
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Ｑ　
白
根
火
山
の
監
視
設
備
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
設
備
か
。

Ａ
　
総
務
課
長
　
白
根
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

の
先
に
万
座
三
差
路
方
面
か
ら
の
車
両

に
向
け
て
、
万
一
の
噴
火
時
に
警
告
す

る
電
光
掲
示
板
と
サ
イ
レ
ン
を
設
置
し

た
。
毎
朝
誘
導
員
が
点
検
し
て
い
る
。

な
お
、
草
津
側
か
ら
の
車
両
に
向
け
て

は
中
之
条
土
木
事
務
所
が
回
転
灯
を
設

置
し
て
お
り
、
同
様
に
毎
日
動
作
確
認

を
し
て
い
る
。

Ｑ　
農
業
総
務
費
に
お
け
る
１
３
６
０

万
８
０
０
０
円
の
減
額
と
あ
る
が
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ
　
総
務
課
長
　
管
理
職
等
の
人
事
異

動
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　
都
市
計
画
費
補
正
予
算
で
国
庫
支

出
金
に
よ
る
都
市
計
画
整
備
事
業
６
４

７
２
万
５
０
０
０
円
、
町
単
独
都
市
計

画
整
備
事
業
188
万
１
０
０
０
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
る
が
事
業
内
容
の
詳
細
を

伺
い
た
い
。

Ａ
　
企
画
創
造
課
長
　
地
蔵
地
区
整
備

事
業
と
し
て
湯
畑
か
ら
地
蔵
ま
で
の
ア

プ
ロ
ー
チ
整
備
や
地
蔵
広
場
か
ら
高
台

へ
向
か
う
階
段
整
備
。
当
初
個
々
で
整

備
予
定
で
あ
っ
た
が
融
雪
機
械
設
備
、

周
辺
整
備
が
必
要
と
な
っ
た
。
公
有
財

産
購
入
費
と
し
て
は
上
野
館
と
月
洲
屋

と
の
間
の
用
地
購
入
の
費
用
。

Ａ
　
町
　
長
　
予
算
上
の
大
き
な
変
更

と
な
っ
て
い
る
が
計
画
通
り
事
業
を
進

め
る
中
で
の
対
応
。
地
蔵
の
湯
の
屋
根

を
一
旦
壊
し
階
段
を
か
け
る
計
画
に
お

い
て
、
こ
の
一
体
化
が
建
築
基
準
法
で

認
め
ら
れ
な
い
た
め
に
間
が
で
き
て
し

ま
う
。男
女
ト
イ
レ
、多
目
的
ト
イ
レ
、

湯
長
室
等
の
議
論
を
い
た
だ
い
て
い
る

が
予
定
通
り
工
事
を
進
め
る
。
こ
の
階

段
を
上
が
っ
て
行
き
止
ま
り
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
月
洲
屋
の
後
ろ
へ
廻
り
込

む
と
こ
ろ
ま
で
完
成
さ
せ
る
。
全
体
計

画
の
先
駆
け
と
し
て
の
事
業
で
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
お
り
を
受
け

様
々
高
騰
し
て
き
て
い
る
。

　

旅
館
た
む
ら
後
ろ
の
高
台
に
は
漫
画

図
書
館
や
集
会
場
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
を

作
り
、
翌
年
に
は
棚
田
風
の
広
場
を
完

成
さ
せ
て
い
く
。
旅
館
た
む
ら
前
の
公

園
に
は
体
験
型
施
設
の
整
備
を
検
討
し

て
お
り
人
集
め
の
目
玉
と
な
る
よ
う
に

考
え
て
い
る
。
当
初
は
こ
こ
に
多
目
的

ト
イ
レ
も
考
え
た
が
、
地
蔵
エ
リ
ア
の

中
で
今
あ
る
ト
イ
レ
の
再
整
備
と
し
て

男
女
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。

地
蔵
区
か
ら
の
要
望
で
堀
口
床
屋
跡
地

に
多
目
的
ト
イ
レ
と
倉
庫
の
設
置
要
望

が
あ
っ
た
が
地
蔵
地
区
の
一
番
の
メ
イ

ン
は
地
蔵
尊
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
隣

に
ト
イ
レ
と
い
う
の
は
如
何
な
も
の
か

と
思
い
お
断
り
し
た
。
大
き
な
コ
ン
セ

プ
ト
の
考
え
方
に
よ
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
進
め
る
姿
勢
に
は
変
わ
り

は
な
い
。

白
根
火
山
監
視
事
業
の
イ
ン

フ
ラ
用
工
作
物
と
は
？

万
一
の
噴
火
に
備
え
た
電
光

掲
示
板
な
ど
の
設
置
。

農
業
総
務
費
に
お
け
る
補
正

額
に
大
き
な
動
き
が
あ
る

が
？
。

人
事
異
動
に
伴
う
経
費
の

減
。

都
市
計
画
費
に
よ
る
事
業
費

に
つ
い
て
内
容
を
伺
い
た

い
。

地
蔵
地
区
の
再
整
備
に
よ
る

も
の
。

論討

金丸勝利 議員

問

問問

答

答答

噴火時に警告表示する電光掲示板とサイレン

湯畑から地蔵地区へのアプローチ ( イメージ )

集会場、イベント広場 ( イメージ )
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請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果
件　名 要　旨 請願・陳情者 付託委員会 審査結果

辺野古新基地建設の
即時中止と、普天間
基地の沖縄県外・国
外移転について、国
民的議論により、民
主主義及び憲法に基
づき公正に解決する
べきとする意見書の
採択を求める陳情

辺野古新基地建設工事を直ちに中止し普天間
基地を運用停止にすること。米軍基地が必要か
否か、普天間基地の代替施設が日本国内に必
要か否かについて当事者意識を持った国民的
議論を行うこと。一地域への一方的な押し付
けとならないように公正で民主的な手続きに
より解決すること。これに関する意見書を国、
各院に提出してください。

「新しい提案」実行委員会 
代表　安里　長従

全国青年司法書士協議会 
　　　会長　半田　久之

総 務 観 光 
常 任 委 員 会

不採択

不採択

新くさつ記載内容に
ついての要望書

2019 年 5 月 11 日新くさつ第 3 号風草のコラ
ム欄に草津町での暴走政治が行われていた、と
いうような意味不明の文章を載せているが、何
処が虚で何処が実か、議会の審議を希望する。

草津町　成澤　富雄 
　〃　　松島　三郎

総 務 観 光 
常 任 委 員 会 採択

湯長についての要望
書

観光公社に提出した人数と時間湯側の発表人
数に格差が有り過ぎる。業務上横領罪も、適応
されるべき案件であると思われる。即刻善処す
べき事案であるので、わかり易い回答を望む。

草津町　成澤　富雄 
　〃　　松島　三郎

温泉温水対策 
特 別 委 員 会 採択

可…可決　　否…否決　　○…賛成　　×…反対　　議長は採決に加わらない為「―」で表示しております。

議案一覧および審議結果議案一覧および審議結果
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Ｑ　

現
在
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
い
う

事
は
周
知
の
と
お
り
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
平
成
28
年
３
月
に
草
津
町

に
お
い
て
も
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総
合

戦
略
を
発
行
し
ま
し
た
。
計
画
期

間
を
２
０
１
５
年
度
か
ら
２
０
１

９
年
度
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
５
年
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
戦
略

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
お

お
ま
か
で
も
進
捗
状
況
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。基

本
目
標
一
の
観
光
客

数
は
330
万
人
の
目
標

に
対
し
て
目
標
値
に
達
す
る
と
予

想
し
て
い
ま
す
。
次
に
就
業
者
数

５
０
０
０
人
で
す
が
全
国
的
な
人

口
減
少
の
影
響
に
よ
り
目
標
値
を

下
回
る
予
想
で
す
。
し
か
し
、
今

後
大
型
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
進
出

に
よ
り
雇
用
の
改
善
、
就
業
者
数

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
次
に

合
計
特
殊
出
生
率
で
す
が
、
２
０

１
５
年
度
は
１
．
32
人
か
ら
１
．

70
人
と
改
善
さ
れ
た
が
目
標
値
の

２
．
１
人
に
及
ば
な
か
っ
た
。
今

後
も
子
育
て
支
援
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。
次
に
住
み
や
す
い
と
感

じ
て
い
る
町
民
の
割
合
で
す
が
、

地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
住
民
の
定

住
を
促
進
す
る
た
め
に
、
生
活
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
正
社
員
雇
用
や
所
得

向
上
対
策
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
業
界
団
体
へ
協
力
を
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。
次
に
ふ
る
さ
と
納

税
件
数
で
す
が
、
大
変
好
調
で
２

０
１
９
年
度
を
待
た
ず
に
目
標
を

達
成
し
ま
し
た
。

Ｑ　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
人
材
育
成
部
会
で
は

町
民
の
交
流
を
通
じ
、
町
内
へ
の

移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
活
動
を

活
発
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
草
津
町
か
ら
外
部
へ
の

発
信
は
十
分
と
は
言
え
な
い
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
群
馬

県
地
域
政
策
課
が
出
し
て
い
る
支

援
施
策
一
覧
表
に
よ
る
と
住
宅
・

起
業
支
援
が
無
い
の
は
郡
内
で

草
津
町
だ
け
で
す
。
他
の
町
村
が

ど
ん
な
支
援
を
し
、
活
動
し
て
い

る
か
を
比
較
し
吟
味
す
る
う
え
で

も
、
県
で
行
っ
て
い
る
移
住
・
定

住
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
０
４
０
年
度
人
口
５
２
０
０
人

の
維
持
と
い
う
目
標
人
口
に
対

し
、
今
後
の
施
策
・
方
向
性
に
つ

い
て
町
の
お
考
え
を
お
願
い
し
ま

す
。

今
年
度
か
ら
内
閣
府

が
各
都
道
府
県
に
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る

こ
と
も
あ
り
、
草
津
町
に
合
致
し

た
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
れ
ば
、
費

用
対
効
果
を
精
査
し
た
上
で
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
目
標
人
口
に
関
し
て
は

主
幹
産
業
で
あ
る
第
三
次
産
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
が
衰
え
な
い
限
り
、

人
口
減
少
は
い
ず
れ
止
ま
る
と
言

い
続
け
て
お
り
ま
す
。
２
０
１
５

年
と
２
０
１
８
年
３
月
の
人
口
を

比
較
し
て
も
314
人
し
か
減
少
し
て

お
ら
ず
、
世
帯
数
は
わ
ず
か
で
す

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
各
町
村
長

と
知
事
の
話
し
合
い
の
中
で
、
移

住
・
定
住
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
合

戦
を
す
る
こ
と
は
、
取
り
合
い
を

し
自
治
体
の
負
担
が
大
き
く
な
り

疲
弊
し
て
い
く
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
考

え
は
人
口
を
増
や
す
為
に
一
番
必

要
な
こ
と
は
経
済
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
見
ま
し
た
が

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
は
若
い

女
性
の
流
出
に
手
を
打
て
な
い
、

旦
那
様
の
仕
事
・
奥
さ
ん
の
仕
事
・

子
供
の
教
育
の
環
境
三
点
セ
ッ
ト

が
整
っ
て
こ
そ
い
い
方
向
に
向
い

て
く
る
。
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

産
業
が
発
展
す
る
こ
と
に
よ
り
雇

用
も
生
ま
れ
必
ず
人
が
集
ま
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
残
念
な

こ
と
は
住
所
を
移
動
し
な
い
方
が

た
く
さ
ん
お
り
、
行
政
は
定
住
人

口
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
算
出
さ

れ
る
の
で
そ
う
い
う
意
味
で
は
大

変
き
つ
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
業
界

の
方
々
と
の
話
の
中
で
サ
ラ
リ
ー

と
い
う
形
で
還
元
し
な
い
と
定
住

人
口
は
増
え
な
い
の
で
は
と
い
う

話
を
し
ま
し
た
。
行
政
が
出
来
る

範
疇
で
は
、
給
食
の
無
料
化
、
児

童
室
、
高
校
生
補
助
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
子
育
て
支
援
を
出
来
る
限
り

し
て
き
ま
し
た
。
以
前
よ
り
格
段

に
予
算
取
り
が
出
来
て
い
る
の

は
、
行
政
・
財
政
改
革
が
無
け
れ

ば
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
財
政
改

革
の
中
で
、
観
光
・
教
育
・
福
祉

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
行
政
運
営

を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
以

上
の
事
か
ら
、
人
口
問
題
に
関
し

て
は
行
政
だ
け
で
は
不
可
能
に
近

い
為
、
業
界
と
一
体
と
な
り
取
り

組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

市川祥史 議員

Ｑ：人口減少に対する今後の施策・
　　方向性について町の考えは？
町長：行政と業界が一体となっての
　　　取り組みが必要

 一般質問

町

長

町

長
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※一般質問は質問者の責任で編集されています。
Ｑ　

草
津
は
、
群
馬
県
で
い
ち
早

く
ス
キ
ー
を
導
入
し
、
日
本
で
初

め
て
リ
フ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

数
々
の
ス
キ
ー
選
手
を
生
み
出
し

ま
し
た
が
、
本
白
根
山
の
噴
火
で

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
が
廃
止
さ
れ
、
上

級
・
中
級
者
は
居
な
く
な
り
ま
し

た
。
噴
火
を
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
て
横
手
山
に
日
本
一
の
ロ
ー

プ
ウ
エ
イ
を
か
け
志
賀
高
原
と
結

び
日
本
一
の
ス
キ
ー
地
に
す
る
気

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

意
思
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長
に
な
っ
た
時
約

60
億
の
借
金
が
あ
り
。
他
に
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
前
原
ハ
イ
ツ
、

ベ
ル
ツ
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
借
財
残

を
返
し
な
が
ら
預
金
関
係
は
24
億

を
68
億
に
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
環
境
庁
許
認
可
問
題
は

困
難
を
極
め
、
100
億
以
上
か
か
る

先
の
見
え
な
い
投
資
で
あ
り
、
借

財
を
後
世
に
残
す
つ
も
り
は
毛
頭

あ
り
ま
せ
ん
。
因
み
に
ス
キ
ー
場

は
昨
年
１
月
23
日
の
本
白
根
山
の

噴
火
で
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
を
廃
止
し

た
決
算
は
、
町
で
指
定
管
理
料
を

約
１
億
減
免
後
、
１
億
７
０
０
０

万
の
赤
字
と
な
っ
た
が
、
今
年
度

は
２
、
300
万
の
赤
字
で
済
み
ま
し

た
。

Ｑ　

今
か
ら
25
、
６
年
前
に
時
の

町
長
が
殺
生
ケ
原
地
熱
発
電
建
設

を
提
案
、
議
会
は
３
億
円
の
調
査

費
を
拒
否
し
返
上
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
も
し
建
設
し
て
い
た

ら
昨
年
の
本
白
根
山
の
噴
火
は
無

か
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

と
い
う
の
は
、
地
熱
発
電
は
地
下

の
エ
ネ
ル
ギ
を
採
り
ま
す
。
噴
火

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
れ
ば
火
山
は

収
ま
り
ま
す
。
本
白
根
山
は
、
草

津
温
泉
（
地
熱
発
電
約
12
万
ｋ
ｗ

に
相
当
）
が
湧
出
し
た
の
で
マ
グ

マ
噴
火
を
し
な
い
で
治
ま
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

人
災
と
い
う
意
味
で
心

外
で
す
。
時
の
為
政
者

が
間
違
っ
た
判
断
を
し
た
と
い
う

意
味
に
な
り
ま
す
。

私
も
議
員
時
代
か
ら
地
熱
に
つ
い

て
は
反
対
の
先
鋒
に
立
ち
、
日
本

中
の
地
熱
発
電
を
見
に
行
き
研
究

し
ま
し
た
。
地
熱
に
水
を
供
給
し

て
得
た
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し

発
電
す
る
。
万
一
に
も
大
温
泉
地

を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
は
絶
対
に

で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ　
時
間
湯
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

は
じ
め
に
前
町
長
が
湯
長
を
指
定

管
理
者
に
指
定
し
て
か
ら
10
年
以

上
た
つ
の
に
な
ぜ
い
ま
問
題
に
し

た
の
で
す
か
？

時
間
湯
・
湯
長
を
廃
止
す
る
理
由

に
湯
長
の
個
人
的
資
質
を
問
題
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
実
際
の

対
応
は
お
客
様
を
尊
重
し
親
身
に

な
っ
て
考
え
押
し
付
け
や
不
快
な

行
為
は
無
く
信
頼
で
き
る
と
分
か

り
ま
し
た
。な

ぜ
突
然
か
の
理
由

は
医
師
法
に
違
反
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
知
り
え

た
か
ら
で
、
そ
れ
を
や
ら
せ
る
意

思
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
時
間
湯
Ｑ
＆
Ａ
」
を
見
て
、
医

師
に
し
か
許
さ
れ
て
い
な
い
問
診

（
病
状
を
聞
き
出
す
事
）
の
疑
い

が
あ
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
Ｑ

４
身
体
の
状
態
や
病
気
の
症
状
を

正
直
に
仰
っ
て
下
さ
い
。
云
々
Ｑ

５
危
険
を
伴
う
入
浴
法
な
の
で
緊

張
が
必
要
で
す
。
Ｑ
６
個
人
の
年

齢
体
力
病
状
に
合
わ
せ
て
入
り
ま

す
。
Ｑ
７
湯
長
と
は
入
浴
方
法
や

体
質
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
。
Ｑ
10
状
態
を
隠
さ
ず
相
談
し

指
示
を
仰
ぎ
そ
れ
に
し
た
が
う
こ

と
。
Ｑ
12
裸
で
入
る
の
が
原
則（
入

っ
て
頂
き
ま
す
）
恥
ず
か
し
が
ら

な
い
で
、
湯
長
は
医
者
か
そ
れ
以

上
に
信
頼
で
き
る
ひ
と
で
す
。
Ｑ

23
な
ぜ
高
温
に
入
る
の
で
す
か
？

早
く
効
果
を
上
げ
る
た
め
で
す
。

こ
れ
を
見
て
愕
然
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
医
師
法
違
反
で
す
が
書
き

直
せ
ま
す
。
し
か
し
、
高
温
浴
・

時
間
湯
が
危
険
な
限
り
医
者
的
な

湯
長
が
必
要
と
な
り
、
医
師
法
違

反
は
免
れ
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で

温
度
を
下
げ
れ
ば
湯
長
も
不
要

で
、
施
設
所
有
者
草
津
町
の
法
違

反
が
避
け
ら
れ
ま
す
。
私
は
法
的

に
違
法
性
が
あ
る
も
の
を
容
認
で

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
今
の
湯
長
制

度
を
廃
止
す
る
と
宣
言
し
た
の
で

す
。
時
間
湯
の
文
化
は
き
ち
っ
と

残
し
ま
す
。

中
澤
議
員
は
、
時
間
湯
イ
コ
ー
ル

井
田
湯
長
、
高
温
浴
と
い
う
結
び

つ
き
を
聞
い
て
い
る
と
あ
り
ま
す

け
れ
ど
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い

ま
す
よ
。

そ
の
た
め
に
も
長
年
、
草
津
温
泉

を
研
究
し
た
久
保
田
先
生
の
話
を

聞
い
て
み
た
い
。
そ
の
中
で
何
度

が
適
正
な
温
度
か
、
効
能
は
熱
け

れ
ば
染
み
込
む
と
い
う
こ
と
は
な

い
と
い
う
ふ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
の
で
そ
う
い
う
中
で
判
断
し
て

い
き
た
い
。

再
質
問　
指
定
管
理
者
に
な
っ
て

か
ら
無
事
故
を
ど
う
評
価
し
ま
す

か
？

答
え　

恐
ろ
し
い
質
問
で
す
。
事

故
が
無
け
れ
ば
や
り
続
け
て
い
い

と
聞
こ
え
ま
す
よ
。

中澤康治 議員

 一般質問

町

長

町

長

町

長
Ｑ　
横
手
山
ま
で
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
を
か
け
て
は
？

町
長
：
無
謀
な
投
資
。

実
施
予
定
は
な
い
。

Ｑ　
地
熱
発
電
に
よ
り
噴

火
を
制
御
し
て
は
？

町
長
：
温
泉
へ
の
影
響
も

考
慮
し
実
施
し
な
い
。

Ｑ　
時
間
湯
文
化
の
存
続

を
切
に
お
願
い
す
る

町
長
：
湯
長
制
度
は
廃
止
。

時
間
湯
は
存
続
さ
せ
る
。
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※一般質問は質問者の責任で編集されています。
Ｑ　
【
図
書
館
・
文
化
財
保
護
業

務
の
展
望
は
】

　
本
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
教
育

委
員
会
で
職
員
さ
ん
の
依
願
退
職

が
あ
っ
た
。
こ
の
方
は
長
年
司
書

と
し
て
図
書
館
の
業
務
、
そ
し

て
、
町
の
貴
重
な
文
化
財
や
歴
史

研
究
に
深
く
携
わ
っ
て
お
ら
れ
、

ご
本
人
の
意
向
と
は
い
え
、
そ
の

退
職
は
残
念
だ
っ
た
と
思
う
。
そ

こ
で
今
後
の
図
書
館
業
務
、
文
化

財
保
護
業
務
等
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。

　

①
町
立
温
泉
図
書
館
で
は
現

在
、
司
書
資
格
を
持
つ
職
員
さ

ん
が
１
名
勤
務
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
設
備
が
充
実
し
、
利
用
者
も

大
幅
に
増
加
し
た
温
泉
図
書
館
の

現
状
を
考
え
る
と
、
司
書
さ
ん
が

１
名
で
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
今
後
、
司
書
資
格
を

持
つ
職
員
さ
ん
を
新
規
ま
た
は
中

途
で
採
用
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
他

地
域
の
司
書
さ
ん
に
出
向
勤
務
を

依
頼
す
る
こ
と
は
お
考
え
か
。

　

②
近
年
の
草
津
温
泉
の
人
気

に
相
ま
っ
て
草
津
の
歴
史
を
詳

し
く
知
り
た
い
と
い
う
方
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
が
、
教
育
委
員
会

に
て
、
文
化
財
保
護
や
歴
史
研
究

の
業
務
遂
行
の
た
め
の
、
学
芸
員

等
の
有
資
格
者
の
採
用
は
お
考
え

か
。

　
③
今
回
退
職
さ
れ
た
職
員
さ
ん

は
、
町
広
報
「
い
で
ゆ
」
に
て
、

草
津
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
解
説
文

を
連
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
一
昨

年
、
湯
畑
が
国
指
定
の
名
勝
に
認

定
さ
れ
た
際
に
教
育
委
員
会
の
監

修
で
湯
畑
の
文
化
的
価
値
を
記
し

た
調
査
報
告
書
が
文
化
庁
に
提
出

さ
れ
た
。

　
こ
の
両
者
と
も
平
易
で
読
み
や

す
く
、
草
津
の
歴
史
を
後
世
に
伝

え
る
価
値
の
高
い
文
献
に
な
り
得

る
と
思
う
。
今
後
こ
れ
ら
の
資
料

を
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
て
は
い

か
が
か
。

本
年
３
月
末
を
も
っ

て
退
職
さ
れ
た
職
員

は
、
26
年
に
わ
た
り
図
書
館
業
務

や
文
化
財
業
務
に
従
事
し
た
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
ま
た
郷
土

愛
に
満
ち
た
人
材
だ
っ
た
た
め
、

町
と
し
て
も
非
常
に
残
念
に
思

う
。
私
も
慰
留
し
た
が
、
自
ら
の

夢
を
叶
え
た
い
と
の
こ
と
で
や
む

を
得
ず
辞
表
を
受
理
し
た
。

　

①
図
書
館
に
お
け
る
司
書
の
活

用
や
採
用
に
つ
い
て
。
役
場
庁
舎

１
階
に
あ
っ
た
図
書
館
を
平
成
27

年
11
月
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
３

階
へ
温
泉
図
書
館
と
し
て
移
転
し

て
か
ら
は
入
館
者
数
も
非
常
に
伸

び
、
利
用
者
か
ら
は
大
変
好
評
を

頂
い
て
い
る
。
ご
質
問
の
図
書
館

司
書
に
つ
い
て
は
現
在
１
名
の
有

資
格
者
を
配
置
し
て
お
り
、
そ
の

他
に
４
名
の
臨
時
職
員
の
配
置
に

よ
り
運
営
を
し
、
機
能
さ
せ
て
い

る
。
現
段
階
で
は
司
書
職
員
の
増

員
は
計
画
を
し
て
い
な
い
が
、
他

の
職
員
に
つ
い
て
は
、
県
等
へ
の

研
修
な
ど
の
機
会
を
増
や
し
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

②
草
津
町
の
歴
史
を
学
び
、
継

承
し
、
文
化
財
を
保
護
し
て
い
く

こ
と
は
町
の
文
化
行
政
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

有
資
格
者
の
確
保
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
高
齢
化
と
な
っ
た
町
の
文

化
財
調
査
委
員
の
確
保
と
と
も

に
、
新
た
な
人
材
育
成
も
図
り
つ

つ
、
よ
り
一
層
の
文
化
行
政
の
推

進
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

③
『
広
報
い
で
ゆ
』
に
80
回
に

わ
た
っ
て
連
載
し
た
“
こ
ん
に
ち

は
図
書
館
で
す
・
草
津
を
知
る
シ

リ
ー
ズ
〟
に
つ
い
て
は
、
広
報
誌

で
の
掲
載
と
い
う
点
か
ら
町
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
そ
の
ま
ま

閲
覧
で
き
る
が
、
今
後
は
資
料
等

と
し
て
保
存
さ
せ
、
さ
ら
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

　
『
草
津
町
の
名
勝
に
関
す
る
特

定
の
調
査
報
告
書
』
は
、
文
化
庁

と
の
調
査
に
よ
っ
て
平
成
29
年
10

月
に
「
湯
畑
」
が
国
の
名
勝
指
定

と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
湯
本
議
員

に
評
価
頂
い
た
通
り
、
後
世
に

残
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
も
思

う
。
現
在
、
温
泉
図
書
館
で
貸
出

可
能
と
し
て
い
る
が
、
早
速
、
増

刷
を
行
い
、
ま
た
、
出
版
の
件
に

つ
い
て
は
教
育
委
員
会
に
研
究
を

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
頂
き
た
い
。

湯本晃久 議員

 一般質問

町

長

Ｑ　
今
後
の
図
書
館
・
文

化
財
保
護
業
務
に
つ
い
て
、

人
員
補
充
等
の
計
画
は
？

町
長
：
補
充
は
し
な
い

が
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
く
。



2019．７． 2613

全　員　協　議　会
（
１
）
議
員
の
広
報
に
関

す
る
発
行
責
任
に
つ
い
て

　

５
月
11
日
発
行
の
広
報
「
新

く
さ
つ
」
第
３
号
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
、
議

会
の
審
議
を
求
め
る
陳
情
書
が

提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
局
や
議
員
か
ら
記
事
の
内

容
が
事
実
で
は
な
い
等
の
指
摘

が
あ
り
、
当
該
広
報
の
編
集
責

任
者
で
あ
る
有
坂
太
宏
議
員
か

ら
は
謝
罪
と
、
訂
正
文
を
掲
載

す
る
と
の
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。

（
２
）
白
根
山
の
現
況

　

Ｈ
30
年
１
月
23
日
発
生
の
白

根
山
噴
火
か
ら
現
在
ま
で
の
状

況
に
つ
い
て
、
当
局
よ
り
改
め

て
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
員
か
ら
は
、
今
後
の
噴
火

警
戒
レ
ベ
ル
の
運
用
に
つ
い
て

の
質
問
や
、
安
心
安
全
を
担
保

す
る
こ
と
へ
の
要
望
、
高
原
ル

ー
ト
開
通
を
維
持
す
る
こ
と
へ

の
要
望
等
が
あ
り
、
様
々
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

（
３
）
地
蔵
エ
リ
ア
の
再

開
発
に
つ
い
て

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
地
蔵
エ

リ
ア
の
再
開
発
事
業
に
関
し
、

町
民
か
ら
整
備
に
つ
い
て
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
、
ま

た
要
望
の
全
て
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ト

イ
レ
は
設
置
す
る
意
向
で
あ
る

旨
、
当
局
よ
り
説
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

（
４
）
指
定
管
理
の
適
正

化
に
つ
い
て

　

地
蔵
の
湯
と
千
代
の
湯
で
行

わ
れ
て
い
る
時
間
湯
に
つ
い

て
、
現
在
は
㈱
草
津
観
光
公
社

が
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
指
定
管
理
期
間
満
了
を

迎
え
る
令
和
２
年
３
月
末
以
降

は
契
約
を
更
新
せ
ず
、
時
間
湯

そ
の
も
の
は
存
続
さ
せ
る
が
、

湯
長
制
度
は
廃
止
す
る
と
の
意

向
が
当
局
よ
り
示
さ
れ
ま
し

た
。
湯
長
制
度
廃
止
の
主
な
理

由
と
し
て
は
、
湯
長
が
事
前
に

問
診
を
す
る
行
為
が
法
令
に
反

す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

湯
長
制
度
廃
止
に
反
対
の
議

員
か
ら
は
何
と
か
制
度
を
存
続

さ
せ
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ

り
、
ま
た
廃
止
に
賛
成
の
議
員

か
ら
は
、
高
温
浴
の
時
間
湯
が

は
ら
む
危
険
性
や
、
時
間
湯
事

業
の
不
透
明
な
運
営
実
態
に
つ

い
て
指
摘
が
な
さ
れ
る
等
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
改
め
て
、
湯
長
制

度
廃
止
と
時
間
湯
の
無
料
化
は

決
定
事
項
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

（
５
）
そ
の
他

　

後
藤
文
雄
議
員
よ
り
、
過
日

の
町
議
選
に
係
る
新
井
祥
子
議

員
の
居
住
実
態
等
に
つ
い
て
確

認
の
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
新
井
議
員
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

６
月
５
日
（
水
）

午
後
１
時　
開
会

６
月
11
日
（
火
）

本
会
議　
休
憩
中

○ 

中
澤
康
治
議
員
の
一
般

質
問
に
お
け
る
発
言
に
つ

い
て

　

中
澤
康
治
議
員
の
一
般
質
問

中
の
、「
地
熱
発
電
の
開
発
を
行

っ
て
い
れ
ば
本
白
根
山
は
噴
火

し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」、

ま
た
「
時
間
湯
で
今
ま
で
事
故

が
無
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
」
と
の
発
言
に
対

し
、
宮
崎
公
雄
議
員
よ
り
、
議

員
の
発
言
と
し
て
大
変
問
題
が

あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
急
き

ょ
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

複
数
の
死
傷
者
が
出
た
噴
火

災
害
に
対
し
、
地
熱
発
電
を
し

て
い
れ
ば
起
こ
ら
な
か
っ
た
と

い
う
の
は
不
謹
慎
で
あ
り
、
時

間
湯
に
関
す
る
発
言
も
、
事
故

が
無
け
れ
ば
法
令
に
反
し
て
も

い
い
と
い
う
様
に
聞
こ
え
る
と

し
、
複
数
の
議
員
よ
り
中
澤
康

治
議
員
の
発
言
の
釈
明
と
撤
回

を
求
め
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

中
澤
康
治
議
員
か
ら
は
、
地

熱
発
電
に
つ
い
て
は
自
身
の
信

念
に
基
づ
く
意
見
で
あ
り
、
時

間
湯
に
つ
い
て
は
法
令
に
反
し

て
も
い
い
と
い
う
趣
旨
で
は
な

く
、
ど
ち
ら
の
発
言
も
撤
回
す

る
意
思
は
な
い
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

発
言
の
撤
回
を
強
制
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
今
後
同
様

の
こ
と
が
あ
れ
ば
懲
罰
等
も
視

野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

為
、
ル
ー
ル
に
則
っ
た
質
疑
・

質
問
を
行
う
こ
と
を
中
澤
康
治

議
員
に
求
め
、
全
員
協
議
会
は

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

議会ホームページでは
全員協議会の内容も
録画配信しています！
視聴方法は裏表紙を
ご覧ください。

全 　 員 　 協 　 議 　 会
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忙 中 感 記

【今号から広報委員に新井議員を加えました。広報委員一同、一層の紙面充実に励みます。】
◆広報委員会／委員長　市川祥史・副委員長　湯本晃久・委員　新井祥子　安井尚弘　有坂太宏
♦発行/議会事務局　〒377-1792 群馬県吾妻郡草津町大字草津28番地  TEL.0279-88-7191

議場へ傍聴にお越しになれない多くの町民の皆さんに議会で話し合われている内容を、
インターネットを通しご自宅でご覧いただけます。

視聴方法
　（下記のいずれかの方法でご覧ください）

○草津町議会本会議中継録画配信ホームページ
　（https://www.kusatsumachi-gikai.jp/）
○草津町役場ホームページ
　（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）
　のトップページから
　「草津町議会」→「本会議中継録画配信」
○インターネット検索
　「草津町議会」で検索

議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます

議員が順番に日頃感じていることなど
自由に書く「忙中感記」。

１回目は有坂太宏議員です。

有坂太宏 議員

先日、四年ぶりに東日本大震
災の被災地福島県双葉町に行っ
て来ました。
震災当時の私は川崎市からボ
ランティアを送迎し宮城県仙台
市・石巻市・福島県内を何回往
復したでしょうか・・・双葉町
に前回訪問したときはまだ、家
屋倒壊、畑には漁船が打ち上げ
られた状態でした。２年前に帰
宅困難地域から除外されたと聞
きましたが、海岸線に新たな防
潮堤が建設され、海岸線の面影
はありませんでした。請

う け ど
戸小学

校の生徒たちが津波から避難し
たとされた小高い丘には慰霊碑
と新たな墓地が建立されていま
した。請

う け ど
戸地区は除染作業と土

地のかさ上げ作業が続けられて
いましたが、復興にはまだまだ
時間がかかる様子が見られまた、
この土地に何人の人が戻るのだ
ろうかと感じた光景でした。
話は変わりますが、私が初め
て草津町に来たのは中学生の頃
だったと思います。当時の記憶
はあまりありませんが、草津町
の町民憲章はなぜか強烈に覚え
ていました。その後法事や趣味
で度々草津町を訪れていました。
そして、この一月に川崎市より
移住して来まして、皆様のお力

で議会へと送っていただきまし
た。日々町の様子や勉強にいそ
しんでいますが、まだまだ分か
らない事ばかりです。今後も皆
様にご指導ご鞭撻頂きながら草
津町発展のために、町民目線で
町づくりに取り組んでまいりま
す。
大好きな町民憲章に恥じない
ように頑張ります。

請
うけど
戸地区


